
「ここからは、全球の広域の生態系を衛星リモートセンシングで観測する話をします。人工衛

星から地表の植物の情報をとらえることができます。その情報を元に、広域の生物多様性に

関する研究が行われています。」
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「このアニメーションは、アジアにおける植生指数の季節変化を表わしています。　　　　　　

衛星“NOAA(ノア)”のセンサー“AVHRR(エー・ブイ・エイチ・アール・アール)”の毎日の観

測値を使って計算しました。冬季は熱帯などを除いて全体的に植生指数が小さくなります。

ところが、シベリアなどでは夏を中心に植生指数が大きくなります。これは、その地域の　　

植生が夏季を中心に緑になることを意味します。砂漠などの乾燥地では、年を通して植生

指数が小さいままです。」
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「前のスライドで紹介した植生指数 (vegetation index) のデータを使って、世界の土地被覆

や生態系が分類されています。地球上の熱帯林、サバンナ、ステップ、亜寒帯林、ツンドラ

などの分布が明らかにされました。各種生物の生息域 (habitat) を把握する上で極めて重要

な基礎情報となります。」
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「衛星リモートセンシングのデータからは、海洋生態系に関する情報を引き出すことができま

す。衛星から観測された海の色(ocean color)をたよりに、海洋表層中のクロロフィルaの濃度

を推定することができます。(上の図) クロロフィルaの濃度は植物プランクトンのバイオマスと

密接に関係しています。その絶対値や季節変化を調べることによって、海洋生態系による海

域区分を行うことができます。(下の図) これは、海の生態系を陸と同様にバイオーム(biome)

で分類できることを意味します。(笹岡晃征/JAMSTECによる)」
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「長期間蓄積した衛星データを分析することによって、各地の植生の変化傾向を知ることがで

きます。この図は、衛星「ノア」の観測による1982年から2000年までの植生指数の傾向です。

赤は植生指数の増加傾向を示しており、その地域における植物量が増えていることを示唆し

ています。」
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「全球の植生は動的全球植生モデルによって予測されます。今後の二酸化炭素増加や温暖

化などを考慮して予測すると、北半球高緯度地域では、2100年になるとツンドラ地域に亜寒帯

林が北上してくると言われています。 (羽島 知洋/JAMSTECによる)  この傾向は前のスライド

にあった、衛星リモートセンシングによって明らかになった植生の過去の増加傾向とも整合して

います。こういった結果は、将来の生態系の多様性に関して知見をもたらしてくれます。」
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